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平成１４年６月２４日 
 

有機性資源循環利用アジアネットワーク（ANOR） 
第１回運営委員会 議事録 

 
１．開催日時：２００２年６月２４日（月）１６：００～１６：４５ 
 
２．開催場所：全共連ビルディング１F 第５会議室 
 
３．出席者：委員長  Dr. Mitsuo Chino,         Japan 

委員   Dr. Kamaruddin Abdullah,  Indonesia 
委員   Mr. Gerry Gillespie,         Australia 

欠席者：副委員長 Dr. Jianming Xu,           China 
委員   Dr. Ki Woon Chang        Korea 
 

オブザーバー：  Mr. Theng Lee Chong (Malaysia),  
Mr. Richard Tong (New Zealand), Dr. Long Choi (Korea), 
Dr. Pitayakon Limtong (Thailand),  
Dr. Ming H Wong (Hong Kong), Mr. K.C.Cheung (Hong Kong), 
Dr. Chien Ming Huang (Chinese Taipei),  
Mr. Esmy Huang (Chinese Taipei),  
但野利秋(JORA),  間處威俊(JORA) 

 
事務局：     竹下英一(JORA)、丸山義弘(JORA)、山﨑一博(JORA) 

 
４．議事内容 
 
ANOR メンバーからの参加者に公開され、運営委員会が開催された。 
 
１）ANOR 追加メンバーの承認について 
今回の設立総会には参加できなかったが、従来から参加の意向を示してきた下記の５団体
の ANOR への加入について討議された。 討議の結果、事務局より各団体ごとの LETTER 
OF INTENT を作成、送付し、各団体より署名、返送され次第、正式に ANOR メンバーと
することとなった。 

①Institute of Soil Science, Chinese Academy of Science, China 
Contact: Prof. Dr. Cao Zhihong 

 
②Environment and Development Foundation, Chinese Taipei 

Contact: President, Dr. Ning Yu 
 
③ Soil & Water Resources Research Division, Bureau of Soils and Water 

Management, Department of Agriculture, Philippines 
Contact: Chief, Mrs. Imelda E. Santos 

 
④Center for Resource and Environmental Studies,  

The Australian National University,Australia 
Contact: Researcher, Dr. Sara Beavis 

     
⑤Biodegradable Plastics Society, Japan 

Contact: General Manager, Dr. Kazushi Oshima 
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また、今後の ANOR 新規メンバーの募集の手続きは、下記の通りとなった。 
①参加希望の団体に LETTER OF INTENT を送付する。 
②LETTER OF INTENT が署名返送された団体について、運営委員会にて参加の是非を決
定する。 
 
２）その他 
運営委員以外のメンバーも参加して ANOR の活動についての自由討議が行われた。 
今後の活動についてはシンポジウムの開催やホームページへの情報の掲載、各国の基礎デ
ータ収集などを進めていくことなどの意見が出された。 
また、ANOR の活動資金について、国連開発計画（UNDP）などの国際支援団体からの支援
を受けることや、出版物を発行していくことその他の方法を今後検討していくべきとの意
見が出された。 
 

以上 
 


